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We prepared a database (689 KB) on 113 medicated syrups using Microsoft Access to quickly

search information primarily concerning potential incompatibilities when dispensing medicated

syrups. This database contains and allows access to data concerning 16 items such as trade

names, compositions, additives, incompatibilities, and the recommended doses collected from in-

terview forms, package inserts, in-housedocuments, and from the literature. It can also accurately

calculate the pediatric dose based on the adult dose. The size of this database is 906 KB includ-

ing the basic data of Microsoft Excel (226 KB) prepared for facilities that do not possess Micro-

soft Access so that the entire database can be used as a simple database that utilizes the filter
function of Microsoft Excel and, with file conversion, can also be used on Windows CE and

Macintosh systems. Moreover, these basic data are also available to a large number of people via

the LAN and Internet when converted to FileMaker Pro 5. As a result of the use of this data-

base, a mean of 0.9 cases of absolute incompatibilities and a mean of 1.8 cases of possible in-

compatibilities per item were revealed in the 113 items, and 64 items were found to contain phy-

droxybenzoic esters as additives, which have been suggested to have a possible side effect of in-

ducing asthma attacks. The data on the dosage for children were missing in 26 items (about 23

%). Furthermore, we investigated the rate of prescriptions including medicated syrups at two

pharmacies. The rates at pharmacy A and B were about 11% and 2%, respectively. Thirty four
% and 82% of the prescribed medicines included medicated syrups at pharmacy A and B. Sixty

three % of the prescriptions for pediatrics patients included 3 or more medicated syrups. This
database is thus considered to be useful for both preparing and evaluating prescriptions for medi-

cated syrups, their dispensing, and also as a source for educating patients.
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目 的

乳幼児には,経 口用剤と して服用 させ易いシ
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ロップ剤が繁用されている.現 在医療用医薬品と

して,約200品 目のシロップ剤が市販 されており,

それらを用いることが多い小児病院や,と くにシ

ロップ剤処方せんの応需の多い市中薬局では,シ

ロップ剤の配合調剤が関心事の一つになってい

る.し か しそれらの配合変化に関する情報は,文

献またはインタビューフォームから検索する必要

があり,数 種類処方 されるシロップ剤の日常の調

剤時にそれらの情報を検索 して利用することは手

間がかか り容易ではない.現 在のシロップ剤の外

来または院外調剤の実態としては,お もなシロッ

プ剤の配合変化表を備えておいたり,あ るいは,

単剤ずつを別の容器に秤取 して患児の家族などに

交付 し,使 用時に組み合わせて用いるよう説明す

るなどの策がとられている.し かし組み合わせ投

与にすると,服 薬時に手数をかけることからコン

プライアンスが低下する恐れがある.

そこで,薬 剤師の調剤業務負担および患児家族

の服薬時の手間を減少 させ ることを目的として,

シロップ剤混合の可否 を中心に,小 児薬用量計算

機能など調剤を支援するためのデータベースを

Micfosoft Access 97で作成 した.ま た Local Area

Network (LAN)上 での使用等の広範な利用 を配

慮 し,FileMaker Pro 5へ のファイルの変換を試み

た.

方 法

1.使 用 ハ ー ドウ ェ ア お よ び ソ フ トウ ェ ア

使 用 ハ ー ドウ ェ ア

コ ン ピ ュー タ 本 体: DELL Inspiron 3500

CpU celeron 300MHz,

Memory 128 MB,

Hard Disc 6.4 GB

Power Macintosh G 3

CPU Power PC G 3 266

MHz, Memory 96 MB,

Hard Disc 6.4 GB

プ リ ン タ: FUJI XEROX Color Laser Wind

3310

使 用 ソ フ トウ ェ ア

基 本 ソ フ ト: Microsoft Windows 98

Mac OS J1－8.0

デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト: Microsoft Access 97

FileMaker Pro 5

そ の 他: Microsoft Excel 97,Netscape

Navigator 4.5

2.使 用 デー タの抽出 と基本 データの作 成

シロ ップ剤では,薬 効成分 が同一 であ って も各

社 で添加剤 が異な る.そ こで本 データベ ースでは,

銘 柄別 にデー タを整理収集す ることに した.市 販

液 剤757銘 柄 の うち,シ ロ ップ剤198銘 柄 を選 択

し,そ の うち単 シロップ な どの矯味･矯 臭,増 稠 を

目的 とす るシロ ップを除 いて治療 目的 に使われ る

薬剤 のみ113銘 柄 のデー タを使用 した(Table 1).

使 用 デ ー タ は,各 医 薬 品 の 添 付 文 書,イ ン タ

ビュー フォーム,社 内資料 およびそれ らに関す る

文献1-11)から,シ ロップ剤の 配合 時 に必 要 と考 え

られ るデ ータを抽 出 した.

使 用す る基本 デー タと して26項 目(Table 2)

を設 定 し,そ れ らの デー タが得 られた製薬会社54

社 か らの113銘 柄 の シロ ップ剤 に関す るデ ー タを

表 計 算 ソ フ ト Microsoft Excel 97を 用 い て 整 理

後,こ れ らの デ ー タの うち,原 薬 に 関す るデ ー

タ,各 社の試験項 目を除 いて,調 剤時 に必要 と考

え られ る22項 目 を リレーシ ョナル型デ ータベ ース

ソフ ト Microsoft Access 97に 取 り込み,各 テーブ

ル を作成 した.

3. デ ー タベ ―スの構成 と検 索手順

1) デ ー タベ ースの構成

デー タベ ースの構成 をTable 3に 示 す.

本 デ ータベ ースは16項 目のテ ーブル と,4項 目

Table 1. 液 剤 デ ー タ
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Table 2a. 基 本 デ ー タ Table 2b. フ ィ ー ル ド'定義
の クエ リー,4項 目の フ ォーム,7項 目の マ クロ

によ って構成 した.各 テーブルには,リ レーシ ョ

ンを設 定す る際 に必 要な連 番の 登録 番 号(ID番

号)を オ ー トナ ンバ ー型で設定 し,こ れ らのデー

タをフォー ムで利用 しやす いよ うに クエ リーを作

成 した.

作 成 した クエ リーを基に,薬 剤情 報を検索す る

"検 索 フ ォーム"(Fig .1a)作 成 し,商 品 名入力

フォー ム,検 索 ボ タン,表 示 ボ タン,閉 じるボ タ

ンを配 置 した.結 果を表示す る"結 果フ ォーム"

(Fig.1b)に は,結 果項 目,小児用 量ボ タン,印 刷

Table 3. デ ー タ ベ ー ス 構 成
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ボ タ ン,閉 じるボタンを作成 した.さ らに,小 児薬

用 量を計 算す る"小 児用 量フ ォーム"(Fig.1c)

を作 成 した.各 フ ォームは操作性 を向 上させ るた

め,キ ーボー ドか らの 入力はで きるだけ避 け,画

面 上にプ ッシュボ タンを配置 し,各 処理 を容易 に

行えるよ うに した.現 在,多 くの処 方は処 方せん

Fig.1b. 結 果 フ ォ ー ム

Fig.1c. 小 児 用 疑 フ ォ ー ム
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に大部分が商品名で記載されることが多いことか

ら,本 データベースでは商品名によって検索する

方式にした.ま た,"検 索フォーム"に おける検

索キーの入力は,検 索キー入力部分へのカーソル

の移動によって自動的に日本語入力になるように

した.同 様に"小 児用量フォーム"に おける各数

値の入力は,日 本語入力が自動的に数字入力とな

るようにした."小 児用量フォーム"で は,添 付

文書に成人薬用量のみが記載 されている場合には

Augsbergerの 式,ま た添付文書に体重(kg)あ た

りの薬用量が記載 されている場合には計算式[小

児薬用量=単 位薬用量(/kg)× 体重(kg)]を 用い

て,年 齢,お よび体重 を入力しEnterキ ーを押す

ことで小児薬用量 を自動的に算出,表 示する方式

にした.そ の際,数 値入力の手間を省 くため,用

法･用 量のフィール ドから必要な情報 をあらかじ

めデータとして搭載 した.

医薬品名検索やフォームに配置 したプッシュボ

タンの表示および小児薬用量計算に対応する処理

が実行できるように,Microsoft Accessの マクロ

を作成 した.そ の主な処理は,フ ォームの自動起

動,フ ォームの終了,医 薬品名の全綴 りおよび頭

文字(平 仮名,片 仮名両方可)に よる検索,小 児

薬用量の計算などとした.結 果項 目は,見 易くす

るためにTable 2の 項 目中の原薬に関するデータ

および各社の試験項 目以外のデータとし,配 合不

適,禁 忌症,相 互作用(併 用禁忌)の 項 目は注意

を促すために文字 を赤色とした.

2) データの検索手順

データの検索手順 をFig.2に 示す.

Microsoft Accessの シロップ剤データベースの

ファイルのクリックによって,検 索ボタンと終了

ボタンを示すメインフォームを自動的に呼び出

し,検 索ボタンをクリックすると検索 を開始する

方式 に した.検 索 フォーム(Fig.1a)に おいて

は,商 品名 または商品名の頭文字1字 の入力 に

よって対応す る商品名を列記 した.そ れらの画面

に表示 された医薬品の中か ら目的の医薬品を選択

し,目 的の薬剤 を各検索ボタンを用いて指定後,

Fig.2.検 索 手 順

表示 ボ タンの ク リックによ り結果 フ ォームを呼び

出 した.結 果 フ ォー ム(Fig.1b)に お いて は,

印 刷 ボ タンをク リック して印刷 フ ォームを呼 び出

し,こ れ らの項 目の印刷 がで きるよ うに した.小

児薬 用量 を計算す る場合 には,小 児用量 ボ タンを

ク リック して小 児用 量 フ ォー ム(Fig.1c)を 呼

び出 し,Augsberger式 に よ り年齢,成 人用量,ま

たは単位 用量 と体重の必要 な情報 を呼 び出 して,

自 動的 に小 児薬 用 量 を算 出す る形 式 に した.結

果,印 刷,お よび小児用量 フ ォームは,い ずれ も

閉 じるボ タンをク リックす ることで,検 索 フ ォー

ムに戻 り,次 の検索 を容易 に行 えるよ うに した.

4. FileMaker Pro 5へ の データの変換

FileMaker Pro5へ の デ ー タの 変 換 に際 して,

フ ィール ドはMicrosoft Access 97に よ って構築 し

たデ ー タベ ー スの結果 項 目で ある22項 目(Table

2)を 定 義 した.

この フィール ドを基 に本 デー タベ ースの一覧 レ

イ ア ウ ト,詳 細 レ イア ウ ト(Fig.3)を 設 定 し

た.Microsoft Accessで 構 築 したデー タベ ースと

同様 に レイア ウ ト作成時 には,入 力時の手間 を省

くため,画 面上に プ ッシュボ タンを配置 し,各 処
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Flg.3.File Makcr Pro 5に お け る 詳細 レ イ ア ウ ト

理 を行えるよ うに した.ま た,各 人 力フ ィール ド

に適 した人力方法 が自動的 に選択 され るように設

定 した.デ ー タの検索 は各フ ィール ドか ら行 える

ように した.検 索)方法 は,検 索 モー ド時 に各項 目

に目的 事項の頭 文字,全 文の 人力後,検 索ボ タン

の ク リ ッ クで 検 索 可能 で あ る .ま た,除 外 の

チ ェ ックボ ックスク リックによる人 力項 目以外の

検索.=.*等 の 各関 数の使用 に よ り完 全 一致.

○ ○ を含む等の さまざまな タイフの検索 も可能で

ある.

Web上 で の デー タの 共有には,FieMakcr Pro5

の 機 能 で あ るWebコ ン パニ オ ンを川 い て ,Web

ブ ラ ウザ ーでデー タベ ースの閲覧,検 索,編 集な

どを行 えるよ うに した(Fig.4a,b).Fig.4aは

FileMaker Pro5で 作 成 した 一覧 レイアウ トに対応

す る 表 示 で あ り,Fig.4bは 詳 細 レ イ ア ウ ト

(Fig.3)に 対 応す る表示 で あ る.検 索 モ ー ドに

おける検索 方法 は,File Maker Pro5で の 検索 方法

とほぼ 変わ らな いが,よ り簡 便に検 索が 可能 なよ

うに検索 条件の入 力以外 は,検 索 タイプ をプル ダ

ウ ンメニューか ら選択す る方式 となってい る.レ

コー ド編 集画面で各項 の 書 き換 え,追 加が 可能

で あ り,こ の レコー ドの編集 は 司 一フ ィール ドの

編 集以 外,同 時 に複 数の 人 が編 集 可能 で あ る.

ソ ー ト画 面では,プ ル ダウンメニューの選択 に よ

りデー タの ソー トが 可能 となっている.
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Fig.4a.Web ブ ラ ウ ザ ー 上で の 一覧 表 示

Fig.4b.Web ブ ラ ウ ザ ー 上で の 詳 細 表 示
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5.病 院,お よび薬局におけるシロップ剤処方の

内容調査

1)病 院

100床以下のA,B病 院,100～500床 のD病 院,

500床 以上のC,E,F,G病 院,計7病 院 に直接

問い合わせ,ま たは院内医薬品集を用いて,院 内

採用または繁用シロップ剤,お よび約束処方シ

ロップ剤を調査 した.

2)市 中薬局

A薬 局 につい ては,平 成11年11月8日 ～13日

(6日 間)に,3診 療所 か ら応需 した ドライシ

ロップ(DS)を 含めシロップ剤記載処方せん1,571

枚について調査 した.

B薬 局につ い ては,平 成11年12月8日 ～31日

(24日間)に,1病 院(約350床)か ら応需 した院

外処方せん8,882枚 について調査 した.

6.配 合調剤に関する経済的考察

調剤の技術料は,調 剤報酬点数表に基づいてシ

ロップ配合1調 剤につ き自家製剤加算として30点

(300円)と し,患者に投与する容器,計 量カ ップ,

スポイ ト代は市販品定価の平均値として,容 器を

50円,計 量カップを22円,ス ポイ トを15円 とした.

結 果 ・考 察

今回,シ ロ ップ剤 に関す る情報 を簡便かつ適切

に利用で きるよ う,薬 剤師 の調剤業務負担 および

患児家族の服薬時 の手間 を減少 させ ることを目的

と して,シ ロ ップ剤 混合 の可否 を中心 に,小 児薬

用量計算機能 を持 たせ た調剤支援の ための デー タ

ベ ースをMicrosoft Access 97で 作 成 した.そ の

結果,本 データベ ースの呼 び出 し,検 索 など各操

作の アクセスタイムは,使 用 したDELL Inspiron

3500の ハ ー ドデ ィスク上 で1秒 とかか らず瞬時 に

操作 が行 えた.フ ロ ッピーデ ィス ク上で も5秒 程

度 であ り,遅 滞 を感 じなかった.本 デー タベ ース

搭載の デー タは,基 本デ ー タと して作成 したMi-

crosoft Excelの デ ー タを含 めて906KBで,配 布上

便利 なフロ ッピーデ ィス ク1枚 に収 まった.こ の

デー タベースは,基 本 デー タとしてMicrosoft Ex-

celを 用 い て い る こ と か ら,Microsoft Excelの

フ ィル ター機 能 を利用す ることに よって,医 薬 品

名,そ の他 に関す る簡 易型 デー タベ ースと して検

索 で き,Microsoft Access保 有 施 設以外での利用

に供 す ることがで きた(Fig.5).ま た,こ の デー

タは,桐 やFileMaker Proな ど他 のデ ータベ ース

ソフ トに変 換 で き,さ らに フ ァイル 変換 に よ り

Windows CE上 で の利用 が可能 であ りPDA (Per-

sonal Digital Assistance)に 搭 載 して使用で きた.

Macintoshコ ン ピュー タを使 用 して い る病 院 で

は,Windows版 しか 発売 され て い な いMicrosoft

Accessで 構 築 され た デ ー タベ ース を利 用 で きな

いため,本 デー タベ ース をMacintosh上 で 利 用す

る方法 が求 め られ た.そ こで,Windows, Macin-

toshと も に利 用 が可 能 な"カ ー ド型 デ ー タベ ー

ズ"に"リ レーシ ョナル型 デー タベ ース"の 機能

を加 え た デ ー タベ ー ス ソ フ トで あ るFile Maker

Pro5に 基 本 デー タを イ ンポ ー トした。 その フ ァ

イル容 量 は242KBと 小 さ く,基 本 デ ー タ とあ わ

せ て も468KBで あ った.検 索,編 集 など各操 作の

アクセス タイムは,使 用 したPower Macintosh G3

パ ー ソナル コンピュー タのハ ー ドデ ィスク上で1

秒 とかか らず,瞬 時 に行 えた.フ ロッピーデ ィス

ク上 で も5秒 程度で あ り,遅 滞 を感 じなか った.

さ らに,デ ータベ ース ソフ トを用いてい ない場

合 に も本デ ータベ ースを利 用可能にす るため に,

Web上 で の デー タの 閲覧,検 索 に優 れ た機 能 を

持 つ,File Maker Pro5のWebコ ンパニ オ ンを利

用 してデ ータの共有 を図 った.

そ の結果,一 つの サーバ ーコ ンピュータを通 じ

てWebブ ラ ウザ ーか らの デ ー タの 閲覧,検 索,

編 集 が可能 となった.

この デ ー タの 共 有 は院 内 のLANば か りで な

く,イ ンターネ ッ ト上の ホームペー ジへの搭載 が

可能 であ り,よ り多 くの人 々が利 用で きる.と く

に院内のLAN上 で の使 用 は,調 剤 支援 ば か りで

な く,医 師が処方す る上 での添加 剤 によるアレル

ギーの回避,小 児薬用量 の適正 化な ど,処 方作成

支援上 で医薬品の適正使 用の一助 とな ると考 え ら
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Fig.5. Microsoft Excel 97上 で の 簡 易 型 テ ー タ ヘ ー ス

れ る.し か しWeb上 で の 公開 で は 。処 理 スピー

ドが ネ ッ トワーク回線 の容 量に依 存す るため,す

べての ネ ッ トワー クに適 して いるとはいえない .

本 大学内で使 用 した際,回 線が空 いている時問帯

では レコー ドの検索,編 集,削 除 などの作業は瞬

時 に行 え,通 常のFile Maker Pro5上 で 操作 して

い る感覚 と変 わ らず に操 作 で きた.し か し,回 線

が混 んで い る時 間帯 で は,そ れ ぞ れの 操 作 に数

秒～ 十数秒 かか り操 作に遅滞 を感 じた.し たが っ

て,使 用 目的,利 用人数,ネ ッ トワー ク回線 の容

量などに よ り,複 数のFile Maker Pro5を 用 いて

ファイル を共有す るLocal Data Accessコ ンパニ

オンを採用す る方が迅 速にデ ー タ処理 で きる.

シ ロ ップ剤 は固形 製 剤 に比 較 して安 定性 が 低

く,本 デー タベ ー スに用 い た シロ ップ剤113銘 柄

に関す る資料 では,1銘 柄 あた り配合 不適 が平均

0.9件,配 合注意が 平均1.8件 あ り,他 剤 との配合

によって沈殿 着 色,pHや 臭 い.味 な どの物理 化

学的変化 を起 こ しやすいため注意 が必 要であ る.

本 デ ー タベ ー スによ って,他 剤 との配 合可否 をは

じめ,シ ロッフ剤に関す るデー タを調 剤時 に簡便

に検索 で きる よ うにな っ た.し か し,本 デ ー タ

ベ ー スに搭 載 したデ ー タは.一定 条件 にお ける

試験結 果の引用で あり,実 際の患 者宅 における保

管使 川条件 とは 異な る院 また製薬 会社の試験 条件

設定時 に,添 付 文書 上の保 存温度.遮 光保 存の有

無 な どの保 存 条件 と異な る 条件 で安 定性 試験 を

行っている例 もあ る.そ こで,薬 剤 交付時の 一般

的服薬.指導以 外に.保 管 方法,細 菌汚染防 止など

につ いて患 者および家族への説明 も重要で ある.

ま た,医 薬 品備蓄 セン ターなどにお ける薬局への

小 分け もあ り,開 封後の シロ ッフ剤の安定性 に関

す るデー タの 一層の整備が必 要で ある院 今後,本

デー タベー スを医療機関お よび薬局 に提供 して,

実 際の調 剤 上での評価 を受 け,デ ー タの充実,維

持,改 善の努 力を重ね る 必要が ある.

製薬 会社か ら発行 されて いる添付 文書,イ ンタ

ビューフォーム,社1勺 資料 に記 され てい る川,語は,

た と えば○ ○薬 と○ ○剤.カ ゼ ・風 邪 ・風 邪症 候

群 ・感 冒などや,悪 心 ・嘔気 ・吐 き気 などの症状 ・
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薬効など表現が各社で異なり,現 在では用語の標

準化が完全になされていないため,そ れらの資料

を用いた本データベースでは適応症,副 作用,禁

忌などの項目から検索することは困難である.医

療用語に関す る医薬規制用語集(MedDRA/J)12)

のように医薬品情報に関する用語の標準化がなさ

れれば,こ れ らの項 目からのデータ検索も有用で

あると考えられ,医 薬品情報データの標準化が望

まれる13).

Tａble 4に 示すように添加剤による副作用発現

の恐れから,処 方作成に際 してパ ラオキシ安息香

酸エステル類(64/113銘 柄)に よるアスピリン喘

息や,プ ロピレングリコール(14/113銘 柄)に よ

る湿疹など添加剤による副作用の防止に配慮 して

いる医師もある.ま た,配 合変化については,た

とえば塩化 リゾチームと亜硫酸系抗酸化剤(6/

113銘 柄)の 配合により力価 が低下7)した り,ヒ

ドロキシプロピルメチルセルロースが30℃7日 保

存で綿状の物質を生成することなどが報告されて

いる4).こ れ らから,本 データベースに添加剤 を

記載 したことは,処 方作成支援上からも有用であ

る.ま た,搭 載 した製剤の安定性,製 剤のpHの

データは,製 薬会社が試験公表 していない配合に

ついて改めて検討する際にも便利であると考 えら

れる。製剤の性状,臭 い,味 の記載は,配 合 に

よって製剤の外観,臭 い,味 の変化を予測するこ

とを支援できる.さ らに保存条件,同 種 ・同効薬

の記載は,一 般的に安定性の低い液剤を調剤する

場合の患者指導,配 合変化の記載に該当した配合

の疑義照会など,処 方鑑査,調 剤, 。患者指導時に

有用である.

小児薬用量は,処 方鑑査,調 剤時に慎重な判断

が必要である.本 データベースに用いた113銘 柄

のシロップ剤の添付文書,イ ンタビューフォーム

によると,小 児薬用量が記載 されていた医薬品は

年齢層別の記載49銘 柄(約43%),体 重 あたりの

記載は46銘 柄(約41%)(年 齢層別 と体重あた り

の記載の両方の記載例 もある),小 児薬用量の一

括記載は4銘 柄(約4%),小 児薬用量の未記載

が26銘柄(約23%)認 められた.そ こで本データ

ベースではAugsberger式 と単位薬用量 から容易

に換算できるようにした.し かし,患 児体重か ら

小児薬用量を求めると成人薬用量 を超 えて しまう

例が少なくなく,デ ータベース上で計算値が成人

量に達するときに警告を表示するなど改善が必要

と考える.

以上,本 データベースを作成 したことにより,

添付文書からは得ることので きない,シ ロップ剤

に関する情報 を簡便に検索で きるようになった.

また,製 剤に関する情報の搭載により,調 剤時に

あらかじめ配合変化の予測が可能 となった.さ ら

に,添 加剤に関する情報を搭載 したことにより,

添加剤に起因する副作用を防止することができ,

医師の処方作成上においても有用なデータベース

であることが示唆 された.

さらに,本 データベースを現段階でいくつかの

施設で試用した結果,結 果フォームの階層 を増や

して表示内容 を改善す ることによる認識性の向

上,処 方入力フォームの作成による多剤併用時の

データの検索の簡便化が望まれた.ま た,ド ライ

Table 4.添 加剤により生じる副作用
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シロップ配合時のデータの追加,処 方鑑査 システ

ム,バ ーコー ドリーダーによる液剤調剤監査シス

テム,保 険薬局で用いられているレセプ ト用シス

テムへの本データベースの組込み等が望 まれ,現

在検討中である.

病院,お よび薬局におけるシロップ剤処方内容

の調査結果 を以下に示す.

病院における取 り扱いシロップ剤の配合変化に

関す る調査結果,な らびに採用,お よび繁用 シ

ロップ剤間で配合変化が起 きる率 を銘柄あたりで

まとめたものをTable5に 示す。

以上の調査結果より,シ ロップ剤が繁用される

ことが多いと予測される小児医院(A病 院)の 繁

用シロップ剤は,1銘 柄の組み合わせを除き配合

上問題ないように採用 されていた.こ れはシロッ

プの配合調剤によって,服 薬,操 作時の手間によ

るコンプライアンスの低下を防止する上で非常に

有用であると考えられる.

逆 に7病 院中,3病 院(D病 院,E病 院,F病

院)で 採用されているシロップ剤は,ア スベ リン

シロップ,ア タラックスPシ ロップ,ト ランサ

ミンシロップ,ビ ソルボン液,ペ リアクチ ンシ

ロップ,ポ ンタールシロップ,メ ジコンシロップ

等の同一処方せん中に処方 されることが予想 され

るシロップ剤間で配合変化が多く,医 師の配合処

方作成 を考慮 した,薬 剤採用時の配合変化に対す

る検討 も必要であると考えられる.

また,院 内約束処方中にも配合注意の薬剤であ

る"ア スベ リンシロップ"と"ペ リアクチンシロッ

プ"が 配合されていた.こ れがシロップ剤配合に

関する情報量の少なさに起因するものか,病 院薬

Table5.病 院 における採用,お よび繁用シロップ

剤調査結果

剤部の経験上問題ないと判断 したのかは明らかで

はないが,こ れらのシロップ剤の配合による配合

変化は再分散性の不良であるため,患 者交付時に

は"用 時振盪"な ど,特 に服用時の注意を徹底す

ることが必要である.

以上,本 データベースの試用により,シ ロップ

剤の配合調剤を可能とするためには,薬 剤採用時

から採用薬剤間で配合変化の少ない薬剤採用が必

要であることが示唆 された.

次に,市 中薬局における処方せん調査の結果を

各Table6,7に 示す.

Table6は 市中の院外処方せん応需薬局A,な

らびにBの 応需処方せん中に記載 されていた薬

剤 を組み合わせることにより起こりうる配合変化

である.

市中薬局における調査結果では,A薬 局での使

用シロップ剤間で,多 数の配合変化が予測 され

た.し か し,実 際の発行処方せん上では,配 合変

化が起こらないよう,ニ ポラジンシロップ投与時

には配合不適の薬剤であるムコソルバ ンシロップ

の代わりに,同 効薬であるムコダインシロップを

投与する等の医師の工夫が見られた.

Table7は 院外処方せん応需薬局における,診

療科別のシロップ剤処方せん受付枚数,お よびこ

れらの処方せん中におけるシロップ剤の配合調剤

が可能な処方せん枚数の集計結果である.

シロップ剤の処方率 はA薬 局で約11%,B薬

局で約2%で あ り,そ れ らの うちA薬 局で約

34%,B薬 局で約82%が 配合可能であることが明

らかとなった.ま た,耳 鼻科 と比較 して小児科の

処方せんに配合可能なシロップ剤処方が多いこと

が認められた.

本調査により ドライシロップ剤の配合がA薬

局でシロップ剤処方全体の約38%,B薬 局で約

58%と 多く,こ のシロップ剤データベースに ドラ

イシロップ剤配合のデータの追加の必要性を認識

した.そ こで現在,ド ライシロップ剤配合に関す

るデータベースを作成中である.

また,小 児科のシロップ剤処方に3剤 以上の処
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Table6. 市 中薬局におけるシロップ剤調査結果

A薬 局

B藁 局

Table7.処 方 せ ん 集 計 結 果

方が63%と,多 剤併用が多いことが明 らかとな

り,小 児科からの院外処方せん応需が多い市中薬

局で,本 データベースはより有用であることを認

識 した.

配合調剤に関する経済的考察を以下に示す.

容器代等を薬局が負担する時,本 データベース

を使用 し,単 剤投与 を配合投与に変更すること

で,薬 局A(シ ロップ剤 を含む処方せ ん受付枚

数:174枚/月)で は,1月 当たり42,000円 前後,

薬局B(シ ロップ剤を含む処方せ ん受付枚数:

211枚/月)で は,1月 当たり77,000円 前後の収入

増があることが認められた.つ まり,受 付処方せ

ん枚数によっても異なるが,シ ロップ剤処方せん

の受付枚数が多 く,さ らに,1処 方 あた りの シ

ロップ剤数が多いほど,シ ロップ剤の配合により

病院 ・薬局の容器 ・カップ ・スポイ ト代の負担が

減少できるのみならず,"自 家製剤加算"の 加点

により薬局の収入が大きくなるが,患 者側の負担

は"自 家製剤加算"が 加算 され るため大 き くな

る.し かし,組 み合わせ投与による服薬の手間か

ら,服 薬時のコンプライアンスが低下す る恐れを

考慮すると,配 合調剤は"病 院 ・薬局","患 者"
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の両側 面か らみ て も意義 があ ると考 えられ る.
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